




 

一般競争入札公告共通事項（委託業務） 
 
１ 入札参加資格に関する事項 
   入札に参加する者は，次の要件をすべて満たしていなければならない。 
 ア この公告の日から開札日までの間のいずれの日においても，広島県下水道公社の入札等の

参加制限及び広島県の指名除外措置の対象となっていないこと 
  イ この公告の日から開札日までの間のいずれの日においても，営業停止処分（本件入札に参 
   加し，又は本件委託業務の受託者となることを禁止する内容を含まない処分であって，すで 

に広島県が行った指名除外措置の措置理由たる事情の全部又は一部がその処分理由と重複し 
ているものを除く。）を受けていないこと 

  ウ 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づいて更生手続開始の申立てがなされてい 
   る者及び民事再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づいて再生手続開始の申立てがなさ

れている者については，手続開始の決定後，広島県知事が別に定める手続きに基づいて入札

参加資格の再認定を受けていること 
エ 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４に該当する者でないこと 
オ 暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７条）第２

条第２号に規定する暴力団をいう。）若しくは暴力団員（同法第２条第６号に規定する暴力

団員をいう。以下同じ。）若しくは暴力団員でなくなってから５年を経過しない者又はこれ

らの者が事実上支配していると認められる団体若しくはその構成員でないこと 
２ 入札参加資格確認申請書等について 
 (1) 入札参加資格確認申請書等は，提出者に無断で使用しない。 
 (2) 入札参加資格確認申請書等に虚偽の記載をしたことが判明したときは，入札に参加させない。 

また，後日指名除外措置を行うことがある。 
３ 入札方法等 
(1) 電報又は郵送による入札は，認めない。 

 (2) 次に掲げる場合は，その者の入札を無効とする。 
  ア 公告に定める入札に参加する者に必要な資格のない者が入札を行ったとき 
  イ 契約担当職員において定めた入札に関する条件に違反したとき 
  ウ 入札者が２以上の入札をしたとき 
  エ 他人の代理を兼ね，又は２人以上を代理して入札をしたとき 
  オ 入札者が連合して入札をしたときその他入札に際して不正の行為があったとき 
  カ 必要な記載事項を確認できない入札をしたとき 
  キ 入札に際しての注意事項に違反した入札をしたとき 
  ク その他広島県契約規則第２１条各号の一に該当するとき 
 (3)  開札の結果落札となるべき同価の入札をした者が２人以上あるときは，その場で直ちに，く 

  じ引きを行って落札者を決定する。 
４ 入札保証金 
  免除する。 
５ 契約保証金 
  広島県契約規則第４条第１項第１号又は５号の場合においては免除する。 

６ その他 
 (1) 書類の作成及び提出に要する費用は，提出者の負担とする。 
 (2) 提出された書類は返却しない。 
 
 


